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【令和３(2021)年度 検証結果】 
検証結果   当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

具体的には、胎児神経幹細胞においてポリコームタンパク質と共役してニューロン分

化能に貢献する新たな因子を同定した。また成体までにニューロン産生能を維持し存続

する神経幹細胞の胎児期起源細胞の集団を絞り込み、そのクロマチン状態から、それら

を形成や維持に関わる転写因子候補を新たに見いだした。これらにより当初の目標どお

りの成果が達成された。 
本研究の成果は種々の損傷や神経変性により失われたニューロンを補う再生医療の基

礎知識にもなり得るもので、今後の論文発表によって研究成果の社会へのより一層の周

知を期待する。 
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【平成３０(2018)年度 研究進捗評価結果】 
評価 評価基準 

◯ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 

A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 
 

C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 
（意見等） 
本研究は、胎児神経幹細胞及び成体幹細胞の運命制御機構に関して主にポリコームタンパク質によ

るエピゲノム解析とその制御に関する因子の同定、さらに成体幹細胞の同定とその解析を含めた意欲

的な研究計画である。 
単離した各種細胞による ChIP 解析や単細胞レベルの解析を用いて、成体幹細胞の同定にも既に成

功しつつある。今後、細胞系譜実験などにより、予期していなかった発見につながる可能性もある。多

くの国内外の会議に招待されて、未発表データを既に発信しており、近々にインパクトの高い論文とし

ての発表も期待する。 


